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仙
北
市
議
会
で
は
、
平
成
26

年
秋
を
開
業
目
標
と
さ
れ
て
い

る
市
立
角
館
総
合
病
院
の
移
転

建
設
に
あ
た
り
、
こ
の
事
業
に

特
化
し
た
議
論
が
必
要
と
し

て
、
同
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

委
員
は
次
の
10
名
。

◎
小
田
嶋　

忠

○
小
林
幸
悦
、
髙
橋　

豪
、
熊

谷
一
夫
、
阿
部
則
比
古
、
佐

藤
直
樹
、
黒
沢
龍
己
、
荒
木

田
俊
一
、
伊
藤
邦
彦
、
高
久

昭
二

　

委
員
外
議
員

　

副　

議　

長　

青
柳
宗
五
郎

 　

本
市
の
病
院
経
営
は
累
積
赤

字
の
増
加
や
人
口
減
少
、
医
師

不
足
等
が
重
く
の
し
か
か
り
厳

し
い
情
勢
下
に
あ
る
。

　

一
方
、
市
内
に
二
つ
の
自
治

体
病
院
を
抱
え
救
急
対
応
を
始

め
地
域
医
療
の
確
保
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
極
め
て
困
難
な
局

面
を
呈
し
て
い
る
。

　

仙
北
組
合
病
院
建
設
も
考
慮

し
た
場
合
、
二
つ
の
市
立
病
院

と
診
療
所
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
、
将
来
を
見
据
え
た
病
院
経

営
の
あ
り
方
を
徹
底
議
論
す
る

　

所
得
税
還
付
等
調
査
委
員

会
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

旧
角
館
町
（
所
得
税
の
不
正

な
還
付
は
仙
北
市
に
な
っ
て

か
ら
も
数
件
あ
り
）
で
税
金

の
収
納
率
を
上
げ
る
た
め
、

不
正
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

旧
角
館
町
で
は
、
町
民

税
の
収
納
率
を
上
げ
る
た

め
、
個
人
住
民
税
と
し
て
徴

収
し
た
中
か
ら
、
本
来
秋
田

県
に
払
い
込
む
べ
き
県
民
税

の
一
部
を
払
い
込
ま
ず
、
町

民
税
の
収
入
に
計
上
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
で
も
、
国
か
ら
の
調

整
交
付
金
を
満
額
受
給
で
き

る
、
収
納
率
93
％
に
上
げ
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
世
帯
の
所
得

税
を
不
正
に
還
付
し
、
滞
納

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税

に
充
当
し
て
、
分
子
で
あ
る

収
入
額
を
増
や
す
一
方
、
滞

納
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
国

民
健
康
保
険
税
を
根
拠
な
く

減
額
し
、
分
母
で
あ
る
全
体

の
課
税
額
を
少
な
く
し
て
、

調
整
交
付
金
を
満
額
受
給
で

き
る
よ
う
操
作
し
て
い
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
は
、
調
査
の
途
中

で
個
人
住
民
税
の
不
正
な
減

額
や
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
の

事
前
デ
ー
タ
ー
の
誤
り
な
ど

が
発
見
さ
れ
、
追
加
調
査
項

目
と
し
て
軽
自
動
車
税
の
調

停
乖
離
、
固
定
資
産
税
の
調

停
乖
離
な
ど
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
為
、
既
に
支
払
い
済

み
（
平
成
23
年
９
月
28
日 

）

の
県
民
税
及
び
現
在
ま
で
判

明
し
て
い
る
国
、
県
か
ら
の

過
大
受
給
、
国
税
、
県
税
、

市
税
の
収
納
不
足
額
の
総
額

は
３
，
５
７
０
万
円
余
り
と

な
っ
て
お
り
、
返
還
や
財
源

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
行
為
は
、

国
、
県
、
市
町
村
の
間
の
信

頼
関
係
を
大
き
く
損
な
う
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
行
為

で
、
市
民
を
欺
き
、
見
せ
か

け
の
収
納
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い

た
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
は
か
か
る
不
祥
事
を

看
破
で
き
な
か
っ
た
事
を
市

民
の
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
再
発
防

止
の
た
め
の
決
意
表
明
を
し

ま
し
た
。　
　
（
門
脇　

記
）

必
要
が
あ
る
。

　

建
設
予
定
候
補
地
と
さ
れ
る

南
校
を
除
く
３
ヵ
所
の
現
地
（
旧

角
館
東
小
学
校
、
岩
瀬
下
タ
野

地
区
、
落
合
地
区
）
を
視
察
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
、「 

今
年
度
末
に
用
地
が
確
定
す
れ

ば
、
目
標
と
す
る
開
院
に
間
に

合
う
の
か
」
と
の
問
に
、「
選

定
が
３
月
を
超
え
る
と
間
に
合

わ
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。
目

標
の
開
院
を
目
指
す
に
は
最
低

限
、
年
度
末
ま
で
に
は
用
地
決

定
が
必
要
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　

今
後
、
精
力
的
に
委
員
会
を

開
催
し
、
２
月
末
ま
で
「
建
設

用
地
確
定
を
目
標
に
議
論
す
る

こ
と
」
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ

て
「
医
師
と
の
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
」
を
決
定
し
た
。

　

そ
の
後
の
協
議
に
お
い
て

も
、
医
療
局
の
み
な
ら
ず
、
市

長
や
病
院
、
各
診
療
所
の
先
生

方
と
も
意
見
交
換
を
行
い
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
委
員
会
と
し
て
の

意
見
を
提
起
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
小
林　

記
）

　この度の所得税還付等問題など相次ぐ不祥事により、
仙北市は、かってない規模での職員に対する懲戒処分を
行いました。一連の問題により、市役所に対する市民の
信頼は失墜したと言わざるをえません。
　市議会としても、一連の不祥事は、遺憾千万であり、
憤りさえも感じるところであります。度重る不祥事を重
大に受け止めて、市議会では、これまでに全員協議会、
議会運営委員会、会派代表者会議を幾度となく開催し、
速やかなる原因の究明と市民への説明、再発防止のため
論議を重ねてきたところであります。
　市民の皆様には、かかる事態を看破できなかったこと
に対して、心よりお詫びを申し上げる次第であります。
　いかに執行権を有しない議会とは言え、チェック機能
の検証をしなければなりません。今後、市議会では、市
政全般にわたる不適正な事務の防止に向け、決算審査機
能の強化をはじめ、より開かれた議会を目指し、議会自

らも改革を断行する決意であります。
　市長に対しては、次の事項を強く求めてまいります。
１、外部監査システムの導入
２、職員の業務遂行におけるコンプライアンスの徹底強化
３、幹部職員の綱紀粛正の一層の強化
　以上のとおり、不適正な事務の根絶を求めると共に、
職員を管理監督する最高責任者である市長には、市民の
信頼回復のため全身全霊を傾注し、弛まぬ努力を強く要
望するものであります。
　仙北市議会は、今後の対応策を毅然と質し、必要な提
言を行い、二度と市民の信頼を裏切ることのないよう監
視機能を強化してまいります。

　平成24年１月
仙 北 市 議 会　

市
立
角
館
総
合
病
院
建
設
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

 

病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

第
１
回
特
別
委
員
会

平
成
23
年
12
月
16
日
開
催

 

議
論
の
視
点

所得税還付等問題について

税
金
の
不
正
処
理
・

所
得
税
還
付
等
問
題


